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37年に渡る交流で絆はより強固に

　
練
馬
区
と
長
野
県
上う
え

田だ

市し

と
の
交
流
は
武た
け
し石

村む
ら

か
ら
の
交
流
を
含
め
る
と
、
今

年
で
37
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
交
流
は
武
石
村
が
４
市
町
村
合
併
で
上
田
市
と
な
っ

て
か
ら
も
引
き
継
が
れ
、
友
好
都
市
と
し
て
、
今
日
ま
で
お
互
い
の
絆
を
深
め
て

い
ま
す
。
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
真
田
丸
﹄
の
放
送
で
、
交
流
に
も
華
を

添
え
ま
し
た
。
今
年
は
上
田
市
の
農
作
物
が
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
10
月
の
﹁
練
馬
ま
つ
り
﹂
で
は
ひ
ょ
う
被
害
で
傷
付
い
た
も
の
の
、
味
の

良
さ
に
は
定
評
の
あ
る
り
ん
ご
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

  

大
河
ド
ラ
マ
放
送
を
契
機
に
交
流
も
深
化

赤い兜と鎧を身に着けた真田の

甲冑隊による照姫行列への参加

少
年
自
然
の
家
開
設
が
き
っ
か
け

　
上
田
市
は
、
練
馬
区
か
ら
直
線
で
約

１
９
０
㌔
の
距
離
に
あ
り
、
人
口
16
万
人

を
擁
す
る
長
野
県
東
部
の
都
市
で
す
。
北

は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
菅
平
高
原
、

南
は
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
美
ヶ
原
高
原
な
ど
の
山
々
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
と
の
交
流
は
、
１
９
８
０
（
昭

和
55
）
年
に
当
時
の
武
石
村
に
区
立
武
石

少
年
自
然
の
家
「
ベ
ル
デ
武
石
」
を
開
設

し
た
こ
と
を
契
機
に
小
中
学
生
を
中
心
と

し
た
交
流
が
始
ま
り
、
１
９
９
４
（
平
成

６
）
年
に
武
石
村
と
「
友
好
提
携
に
関
す

る
合
意
書
」
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
上
田
市
、
丸ま

る

子こ

町ま
ち

、
真さ

な

田だ

町ま
ち

、
武

石
村
の
４
市
町
村
が
合
併
し
、
上
田
市
と

な
っ
た
後
も
引
き
継
が
れ
、
37
年
に
渡
る

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

練馬区から上田市に派遣された起震車 「ねり丸号」

　
ま
た
、
練
馬
区
と
上
田
市
は
、
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
に
は
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

地
震
な
ど
に
よ
り
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
相
互
に
職
員
の
派
遣
を
含

む
総
合
的
な
応
援
を
行
う
な
ど
、
連
携
の

絆
は
よ
り
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
練

馬
区
が
行
っ
た
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
上
田
市

が
給
水
車
を
派
遣
し
て
給
水
訓
練
を
行

い
、上
田
市
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
は
、

練
馬
区
か
ら
、
17
種
類
の
地
震
の
揺
れ
を

再
現
で
き
る
起
震
車
「
ね
り
丸
号
」
を
派

遣
し
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
で
一
躍
注
目
浴
び
る

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
は
、
練
馬
区

と
上
田
市
と
の
交
流
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
と
な
り
ま
し
た
。
上
田
市
を
舞
台
と
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
が
放

送
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
練
馬
区
に
あ
る
複
合
施
設
コ
コ
ネ
リ
の

３
階
に
あ
る
産
業
・
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
、

上
田
市
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
上
田
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
上

田
市
の
「
信
州
上
田
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ

館
」
の
割
り
引
き
ク
ー
ポ
ン
券
付
き
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
六
文
銭
を

あ
し
ら
っ
た
扇
子
、
タ
オ
ル
、
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
な
ど
10
種
類
の
グ
ッ
ズ
を
販
売
。
真

田
家
ゆ
か
り
の
史
跡
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
上
田
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
放
映
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
上
田
市
の
「
信
州
上
田
真
田
丸

大
河
ド
ラ
マ
館
」
で
は
、
練
馬
区
の
魅
力

を
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
毎
年
４
月
に
石
神
井
公
園
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
開
催
さ
れ
る
「
照
姫
ま
つ
り
」
に

は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
か
ら
上
田
市

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
赤
い
兜
と
鎧
を
身

に
着
け
た
真
田
の
甲
冑
隊
に
よ
る
照
姫
行

列
へ
の
参
加
や
、
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
上
田

市
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
物
産
品
（
野

菜
・
山
菜
・
味
噌
・
そ
ば
等
）
の
販
売
や
、

上
田
市
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
神
井
公
園
に
近
い
練
馬
区
立
石
神
井

公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
で
は
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
４
月
29
日
か
ら
５
月
31
日

に
か
け
て
、「
信
州
上
田
真
田
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
田
氏
ゆ
か

り
の
地
を
中
心
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
田
市
を
身
近
に
感

じ
、
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
で
し
た
。

　
７
月
に
は
、
上
田
市
と
な
っ
て
か
ら
の

友
好
都
市
提
携
10
周
年
を
記
念
し
、
練
馬

区
の
公
式
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ね
り

丸
」
と
上
田
市
の
真
田
丸
応
援
団
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
真
田
幸
丸
」
を
使
っ
た
交
流
促

進
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
区
立
小
学
校
の
児

童
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
は
ノ
ー
ト
と
ペ
ン
の
２
種
類
。

「
な
か
よ
し
ノ
ー
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た

自
由
帳
に
は
、「
ね
り
丸
」
と
「
真
田
幸
丸
」

練馬区立石神井公園ふるさと文化館で開催された 「信州上田真田ギャラリー展」

照姫まつりで照姫 ・真田甲冑隊とともに鬨
とき

の声を上げる前川燿男練馬区長と出演者の皆さん
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37年に渡る交流で絆はより強固に

　
練
馬
区
と
長
野
県
上う
え

田だ

市し

と
の
交
流
は
武た
け
し石

村む
ら

か
ら
の
交
流
を
含
め
る
と
、
今

年
で
37
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
交
流
は
武
石
村
が
４
市
町
村
合
併
で
上
田
市
と
な
っ

て
か
ら
も
引
き
継
が
れ
、
友
好
都
市
と
し
て
、
今
日
ま
で
お
互
い
の
絆
を
深
め
て

い
ま
す
。
昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
真
田
丸
﹄
の
放
送
で
、
交
流
に
も
華
を

添
え
ま
し
た
。
今
年
は
上
田
市
の
農
作
物
が
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
10
月
の
﹁
練
馬
ま
つ
り
﹂
で
は
ひ
ょ
う
被
害
で
傷
付
い
た
も
の
の
、
味
の

良
さ
に
は
定
評
の
あ
る
り
ん
ご
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

  

大
河
ド
ラ
マ
放
送
を
契
機
に
交
流
も
深
化

赤い兜と鎧を身に着けた真田の

甲冑隊による照姫行列への参加

少
年
自
然
の
家
開
設
が
き
っ
か
け

　
上
田
市
は
、
練
馬
区
か
ら
直
線
で
約

１
９
０
㌔
の
距
離
に
あ
り
、
人
口
16
万
人

を
擁
す
る
長
野
県
東
部
の
都
市
で
す
。
北

は
上
信
越
高
原
国
立
公
園
の
菅
平
高
原
、

南
は
八
ヶ
岳
中
信
高
原
国
定
公
園
に
指
定

さ
れ
て
い
る
美
ヶ
原
高
原
な
ど
の
山
々
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
と
の
交
流
は
、
１
９
８
０
（
昭

和
55
）
年
に
当
時
の
武
石
村
に
区
立
武
石

少
年
自
然
の
家
「
ベ
ル
デ
武
石
」
を
開
設

し
た
こ
と
を
契
機
に
小
中
学
生
を
中
心
と

し
た
交
流
が
始
ま
り
、
１
９
９
４
（
平
成

６
）
年
に
武
石
村
と
「
友
好
提
携
に
関
す

る
合
意
書
」
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
上
田
市
、
丸ま

る

子こ

町ま
ち

、
真さ

な

田だ

町ま
ち

、
武

石
村
の
４
市
町
村
が
合
併
し
、
上
田
市
と

な
っ
た
後
も
引
き
継
が
れ
、
37
年
に
渡
る

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

練馬区から上田市に派遣された起震車 「ねり丸号」

　
ま
た
、
練
馬
区
と
上
田
市
は
、
２
０
１
３

（
平
成
25
）
年
に
は
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

地
震
な
ど
に
よ
り
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
は
相
互
に
職
員
の
派
遣
を
含

む
総
合
的
な
応
援
を
行
う
な
ど
、
連
携
の

絆
は
よ
り
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
練

馬
区
が
行
っ
た
防
災
フ
ェ
ス
タ
に
上
田
市

が
給
水
車
を
派
遣
し
て
給
水
訓
練
を
行

い
、上
田
市
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
に
は
、

練
馬
区
か
ら
、
17
種
類
の
地
震
の
揺
れ
を

再
現
で
き
る
起
震
車
「
ね
り
丸
号
」
を
派

遣
し
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
で
一
躍
注
目
浴
び
る

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
は
、
練
馬
区

と
上
田
市
と
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交
流
に
と
っ
て
大
き
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節

目
と
な
り
ま
し
た
。
上
田
市
を
舞
台
と
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
が
放

送
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
練
馬
区
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あ
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複
合
施
設
コ
コ
ネ
リ
の

３
階
に
あ
る
産
業
・
観
光
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コ
ー
ナ
ー

に
は
、
１
月
か
ら
12
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ま
で
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１
年
間
、

上
田
市
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
上
田
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光
パ
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田
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「
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上
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館
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ー
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ラ
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ま
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、
六
文
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あ
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扇
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、
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オ
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、
キ
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な
ど
10
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類
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真

田
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か
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史
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な
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紹
介
し
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市
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Ｒ
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し
ま
し
た
。

　
一
方
、
上
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「
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上
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真
田
丸

大
河
ド
ラ
マ
館
」
で
は
、
練
馬
区
の
魅
力

を
来
場
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
毎
年
４
月
に
石
神
井
公
園
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
開
催
さ
れ
る
「
照
姫
ま
つ
り
」
に

は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
か
ら
上
田
市

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
赤
い
兜
と
鎧
を
身

に
着
け
た
真
田
の
甲
冑
隊
に
よ
る
照
姫
行

列
へ
の
参
加
や
、
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓

保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な

拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
上
田

市
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
物
産
品
（
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菜
・
山
菜
・
味
噌
・
そ
ば
等
）
の
販
売
や
、

上
田
市
の
魅
力
の
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Ｒ
も
行
わ
れ
ま
し
た
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井
公
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に
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練
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井
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園
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と
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館
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６
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）
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４
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日
か
ら
５
月
31
日

に
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け
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信
州
上
田
真
田
ギ
ャ
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リ
ー

展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
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氏
ゆ
か

り
の
地
を
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心
に
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光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
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こ
と
に
よ
り
、
上
田
市
を
身
近
に
感

じ
、
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し
み
を
も
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て
も
ら
お
う
と
い
う

企
画
で
し
た
。
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に
は
、
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市
と
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て
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ら
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友
好
都
市
提
携
10
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を
記
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し
、
練
馬
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の
公
式
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ね
り

丸
」
と
上
田
市
の
真
田
丸
応
援
団
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
真
田
幸
丸
」
を
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っ
た
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促
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を
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し
、
区
立
小
学
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の
児
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な
ど
に
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し
ま
し
た
。
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は
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ー
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と
ペ
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の
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類
。
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な
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よ
し
ノ
ー
ト
」
と
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ら
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た
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に
は
、「
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と
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照姫まつりで照姫 ・真田甲冑隊とともに鬨
とき
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が
描
か
れ
、
上
田
市
の
場
所
や
観
光
情
報

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
、
練
馬
の
秋
の

祭
典
と
し
て
定
着
し
て
い
る
「
練
馬
ま
つ
り
」

に
は
、「
照
姫
ま
つ
り
」
に
も
参
加
し
た
信

州
上
田
真
田
陣
太
鼓
保
存
会
が
昨
年
初
参

加
し
、
多
く
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
練
馬
区
か
ら
上
田
市
へ
は
、
車
で
、
練

馬
イ
ン
タ
ー
か
ら
関
越
自
動
車
道
と
上
信

越
自
動
車
道
を
通
っ
て
、
日
帰
り
圏
内
で

す
。
さ
ら
に
長
野
方
面
へ
の
新
幹
線
の
開

業
に
よ
り
両
区
市
の
距
離
は
縮
ま
り
ま
し

た
。『
真
田
丸
』
が
起
爆
剤
と
な
り
、
上

田
市
は
練
馬
区
民
に
と
っ
て
注
目
の
観
光

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
、上
田
市
の
上
田
城
跡
公
園
で
は
、

特
別
企
画
展
「
４
０
０
年
の
時
を
経
て
甦

る
上
田
城
」
を
11
月
30
日
ま
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
８
月
１
日
付
の「
ね
り
ま
区
報
」

で
は
、ミ
ニ
ガ
イ
ド
で
企
画
展
を
紹
介
し
、

練
馬
区
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

上
田
市
の
ひ
ょ
う
被
害
で
も

練
馬
区
が
協
力
・
連
携

　
上
田
市
は
今
年
５
月
、
ひ
ょ
う
に
よ
り

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
害
面
積
は
97
・
７
㌶
、
金
額
に
し
て

３
４
６
９
万
円
の
被
害
が
出
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
同
市
は
り
ん
ご
、
桃
、
な
し
な

ど
の
産
地
で
す
が
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
が

未
成
熟
な
う
ち
に
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
で

傷
付
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
や
Ｊ
Ａ
が

全
国
の
自
治
体
を
回
っ
て
協
力
を
呼
び
掛

け
、
友
好
都
市
で
あ
る
練
馬
区
に
も
協
力

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
10
月
15
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る

練
馬
ま
つ
り
で
は
、
通
常
の
特
産
品
（
野

菜
・
果
物
・
味
噌
・
そ
ば
等
）
の
販
売
ブ
ー

ス
の
ほ
か
に
、
上
田
市
の
ひ
ょ
う
被
害
に

つ
い
て
説
明
し
た
パ
ネ
ル
展
示
も
行
う
ほ

か
、
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
で
傷
付
い
た
も

の
の
、
味
の
良
さ
に
は
定
評
の
あ
る
り
ん

ご
を
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　
武
石
村
時
代
か
ら
の
交
流
を
含
め
る
と

37
年
と
い
う
長
き
に
渡
る
練
馬
区
と
上
田

市
と
の
交
流
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
両
区
市

の
関
係
は
、
年
月
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
り

強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
ひ
ょ
う
被
害
に
遭
っ
た
上
田
市

の
ピ
ン
チ
に
も
、
練
馬
区
は
「
協
力
し

よ
う
」
と
支
援
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
練
馬
区
と
上
田
市
の
交
流

は
、
こ
う
し
た
連
携
を
積
み
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

上
田
市
と
の
友
好
都
市
提
携
10
周

年
を
記
念
し
た
交
流
促
進
グ
ッ
ズ

（
ノ
ー
ト
と
ペ
ン
）

　練馬区では東日本大震災で被災し
た宮城県亘

わたりちょう

理町の復興支援のため、
区職員を長期派遣しています。被災
直後から2011（平成23）年６月まで９
次にわたる支援隊を派遣しました。
　第３次支援隊からは上田市の職員

も加わり、現地の吉田小学校に、練
馬区と上田市の支援隊本部が設置さ
れました。両区市による現地支援隊
活動は平成23年６月６日が最後とな
りましたが、避難者の皆さんは、各
支援隊が活動を終えるたびに温かい
拍手で送り出してくれました。
　その後も、練馬区は長期派遣とし
て復興計画の策定をはじめ、災害
公営住宅の建設や介護保険等生活
再建、災害援護資金の給付、道路等
震災復興に関する業務などの支援を
行ってきました。現在は１人の職員
を派遣し、震災復興計画に基づく避
難道路の整備に関する業務などの支
援を続けています。

亘理町に設置された練馬区と上田市の支援隊本部
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